
事例 中学校数学科 可茂地区（Ｓ中学校）

１ 単元について

対 象 学 年 中学校第３学年

学習指導要領 第３学年の内容 Ａ 数と式 （３） ア イ

単 元 名 「二次方程式 （全８時間）」

単 元 目 標 ○数の平方根，簡単な多項式，二次方程式などを用いて形式的に論理を進

めることなど，数学的活動の楽しさや数学的に考えることのよさが分か

り，意欲的に問題の解決に活用しようとする。

（数学への関心・意欲・態度）

○数の平方根，簡単な多項式，二次方程式などについての基礎的な知識の

習得や活用を通して，数学的な見方や考え方を身に付け，事象を見通し

をもち論理的かつ工夫して考察することができる。

（数学的な見方や考え方）

○平方根を含む式の計算ができ，目的に応じた式の変形や，事象を二次方

程式に表したり，これを解いたりすることが能率的にできる。

（数学的な表現・処理）

○数の平方根の意味と必要性，因数分解など式を変形して考えることの意

義，二次方程式の必要性とその解の意味などについて理解している。

（数量，図形などについての知識・理解）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画作成上の工夫

・単元の学習に意欲的に取り組めるために，具体的な事象に戻って考える

ことができるよう，実生活につながる素材を導入から位置付ける。

・ 二次方程式」という単元ではあるが，その解法のために実際に使う考「

え方は、第１章の「因数分解」と，第２章の「平方根」である。既習内

容を想起させることができるよう，発問や提示資料を位置付ける。

・二次方程式の解き方にあたる時間は等質な２集団で行い，応用に当たる

時間は習熟度別の２集団で行うこととした。

・習熟度別の少人数指導において，ねらいや評価規準は同一のものとしな

がら，その展開をそれぞれの集団の生徒の実態に合わせた。

○単位時間の工夫

・単位時間で生徒がどの段階まで授業の内容を理解しているのかを確認す

， 。るとともに 生徒が意欲をもって問題に取り組める評価問題を工夫する

・因数分解や平方根の考え方が想起できるよう，以前に使用した掲示物や

学習プレートを効果的に提示する。

・習熟度別の少人数指導において，どちらの集団の生徒も同じ評価規準に

到達できるよう，指導援助の方法を工夫する。

参 考 資 料 資料１：評価問題用紙

資料２：評価問題構成表



２ 単元の評価規準

ア 数学への関心・ イ 数学的な見方や ウ 数学的な表現・ エ 数量，図形など

意欲・態度 考え方 処理 についての知識・

理解

内 数の平方根，簡単な 数の平方根，簡単な 平方根を含む式の計 数の平方根の意味と

容 多項式，二次方程式 多項式，二次方程式 算ができ，目的に応 必要性，因数分解な

のご などを用いて形式的 などについての基礎 じた式の変形や，事 ど式を変形して考え

まと に論理を進めること 的な知識の習得や活 象を二次方程式に表 ることの意義，二次

との など，数学的活動の 用を通して，数学的 したり，これを解い 方程式の必要性とそ

ま評 楽しさや数学的に考 な見方や考え方を身 たりすることが能率 の解の意味などにつ

り価 えることのよさが分 に付け，事象を見通 的にできる。 いて理解している。

規 かり，意欲的に問題 しをもち論理的かつ

準 の解決に活用しよう 工夫して考察するこ

とする。 とができる。

単 ○具体的な事象を通 ○具体的な事象の中 ○簡単な二次方程式 ○二次方程式とその

元 して，二次方程式 から，二次方程式 をつくることがで 解の意味を理解し

の 及びその解に関心 で表される事象が きる。 ている。

評 をもち，自分なり あることに気付 ○二次方程式の解で ○因数分解や平方根

価 の方法で解を求め き，その解の意味 あるかどうか確か の考えによる，簡

規 ようとする。 を考察することが めることができ 単な二次方程式の

準 ○平方根の考えや因 できる。 る。 解き方を理解して

数分解を利用する ○因数分解や平方根 ○因数分解や平方根 いる。

ことで，二次方程 の考え方を用いて の考え方を利用し ○二次方程式を利用

式を一次方程式に 二次方程式が解け て，簡単な二次方 して問題を解決す

帰着させて解ける ることに気付き， 程式を解くことが る手順を理解して

ことに気付き、そ 二次方程式の解き でき，その手順を いる。

の解き方に関心を 方を考察すること 説明することがで

もち，二次方程式 ができる。 きる。

を解こうとする。 ○二次方程式を利用 ○簡単な二次方程式

○二次方程式を利用 した問題の解決 をつくったり，解

して問題を解決し で，その解決の方 を求めたりすると

ようとする。 法が適切であった ともに，その手順

かどうか振り返っ や解の適否を説明

て考えることがで することができ

きる。 る。

学 【二次方程式とその解の意味】

習 ①二次方程式に値を ①左辺がｘの二次式

活 順に代入して，等 になる方程式をｘ

動 式が成り立つ値を についての二次方

に 求めることができ 程式、その式を成

お る。 り立たせる文字の

け 値が解であること

る を理解している。



具

【二次方程式の解き方】

体 ①既習内容を利用す ①左辺が因数分解で ②左辺が因数分解で ②二次方程式の解を

の る解き方に関心を きることに着目し きることに着目し 求める方法として

評 もち、二次方程式 て，二次方程式の て，二次方程式を 因数分解があるこ

価 を解こうとする。 解き方を考察する 解くことができ とを理解してい

規 ことができる。 る。 る。

準 ②平方根の定義が使 ③平方根の考え方が ③二次方程式の解を

えることに着目し 使えることに着目 求める方法として

て，二次方程式の して，二次方程式 平方根の考え方が

解き方を考察する を解くことができ あることを理解し

ことができる。 る。 ている。

【 】二次方程式の利用

②具体的な事象を二 ③具体的な事象で， ④具体的な事象か ④二次方程式を利用

次方程式を利用し 二次方程式が利用 ら，求めたいもの して問題を解決す

て問題を解決しよ できることに着目 を見つけだし，二 る手順を理解して

うとする。 し，その解決の方 次方程式をつくる いる。

法を考察すること ことができる。

ができる。 ⑤二次方程式の解を

求めるとともに，

解の適否を確かめ

ることができる。



３ 指導と評価の計画（全８時間）

＜Ａコース＞

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○ある土地の ○ある土地の周の長さや面積の大

縦の長さを きさが分かっているとき，それ

求めるため ぞれの場合の縦の長さを求める

に方程式を 問題を提示する。

立式し，そ ○周・面積それぞれ立式する

の等式を成 ○周の方は解けるが，面積の方は

り立たせる 解けないことを確認する。

数値を代入

して見つけ ｘ ＋３ｘ－２８＝０を成り立２

る活動を通 たせるｘの値を求めよう。

して，二次

方程式とそ ○ｘ＝１から順に数値を代入して 〈ウ－①〉 ○ノート記述 ○代入して，

の解の意味 等式が成り立つ値を調べる。 ○二次方程式 ・代入により 左辺が０に

を理解する に値を順に 等式が成り なれば，等

ことができ 代入して， 立つ場合を 式を満たし

る ○今までの方程式との違いを見つ 等式が成り 見つけ，解 ていること

。ける。 立つ値を求 を求めるこ を確認する

。めることが とができる

できる。

○二次方程式とその解の意味を理 〈エ－①〉 ○ノート記述 ○数値を代入

解することができる。 ○左辺がｘの ・今までとは したものを

二次式にな 違い，解が みて，解が

る方程式を ２つあるこ ２つあるこ

ｘについて とが分かる とを確認す。

の二次方程 る。

式、その式

を成り立た

せる文字の

値が解であ

ることを理

解 し て い

る。

２ ○左辺がその ○左辺がそのまま因数分解できる

まま因数分 形の二次方程式を提示する。

解できる二 ○既習内容を想起させ，左辺が因 〈ア－①〉 ○記述・発言 ○因数分解の

次方程式の 数分解できることに気付かせる ○既習内容を ・左辺に着目 授業で使用。

場合，因数 ○因数分解し （一次式 ）×（一 利用する解 して，因数 した，公式， A

分解するこ 次式 ）＝０の形にする。 き方に関心 分解を想起 をまとめたB

と を 通 し をもち、二 し，使おう カードを用

て，左辺が 因数分解を使って，ｘ －５ｘ 次方程式を とすること 意し，既習２

（一次式） ＋６＝０の解を調べよう。 解こうとす ができる。 内容を想起

× 一次式 る。 させる。（ ）



の形になる ○かけて０になるためには またA

ことに気付 は が０でなければならないこB

き、右辺が とから（一次式 ）＝０ （一次A ，

０であるこ 式 ）＝０として解を求める。B

とから二次 ○左辺が因数分解できる二次方程 〈エ－②〉 ○評価問題 ○（一次式）

（ ）方程式を解 式の練習問題を行う。 ○二次方程式 ・因数分解に × 一次式

くことがで の解を求め より解を求 ＝０のそれ

きる。 る方法とし めることが ぞれの一次

て因数分解 できる。 式が＝０で

があること あることに

。を理解して 気付かせる

いる。

３ ○右辺が０で ○両辺に項がある二次方程式を提

ない二次方 示する。

程式でも， ○前時との違いを見つける。

すべての項 ○すべての項を左辺に集め，因数 〈イ－①〉 ○記述・発言 ○たしたりか

を左辺に移 分解できることに目を向ける ○左辺が因数 ・左辺に着目 けたりする

項し，まと 分解できる して，因数 ことで，一

めることを 左辺に項をまとめ，因数分解し ことに着目 分解を想起 次の項の係

通して，因 て解を求めよう。 して，二次 し，使おう 数や定数項

数分解でき 方程式の解 とすること の数になる

る形になる ○因数分解し （一次式 ）×（一 き方を考察 ができる。 か考えさせ， A

場合もある 次式 ）＝０の形にする。 することが る。B

ことに気付 ○解を求める。 できる。

き，二次方 ○右辺は０でないが，左辺にすべ 〈ウ－②〉 ○評価問題 ○右辺が０に

程式を解く ての項を集めることで因数分解 ○左辺が因数 ・因数分解の なるまで左

ことができ できる二次方程式の練習問題を 分解できる 考え方によ 辺に移項を

る。 行う。 ことに着目 り解を求め すれば，因

して，二次 ることがで 数分解でき

方程式を解 きる。 る形になる

くことがで ことに気付

きる。 かせる。

○左辺に項を ○ｘ －３＝０を提示する。４ ２

，集めて因数 ○因数分解できないことを確認し

分解できな 平方根の考え方に目を向ける。

い場合でも

（ｘの一次 平方根の考え方でｘ －３＝０２

式） ＝ｋ を解こう。２

の形のまま

で，平方根 ○ｘ ＝３からｘ＝±√３を導く 〈ウ－③〉 ○記述・発言 ○前単元で使２

の考え方を ○例題として（ｘ－３） ＝５を提 ○平方根の考 ・ｘ ＝３の等 用した学習２ ２

使えること 示。 え方が使え 式に着目し カードをも

に気付き， ○平方根の考え方を利用して，２ ることに着 て，平方根 とにｘ ＝３２

，解くことが 乗して５になる数を考える。 目して，二 の考え方を の等式から

できる。 次方程式を 想起し，使 ２乗して３



解くことが うことがで になる数，

できる。 きる。 つまり平方

根の考え方

を想起させ

る。

○（ｘの一次式） ＝ｋの形の二次 〈エ－③〉 ○評価問題 ○（ｘの一次２

方程式の練習問題を行う。 ○二次方程式 ・平方根の考 式） ＝（定２

の解を求め え方にによ 数）の等式

る方法とし り解を求め から，２乗

（ ）て平方根の ることがで して 定数

考え方があ きる。 になる数を

ることを理 √を使って

。解 し て い 考えさせる

る。

○２次方程式 ○（ｘの一次式） ＝ｋの形でもな５ ２

で，左辺＝ く，因数分解でもない二次方程

０の左辺が 式を提示する。本

因数分解で ○前時までとの相違点を見つける

きず （ｘ ○どうすれば２乗の形になるか考時 、

の一次式） える。２

＝ｋの形で

ない場合で 因数分解できる形となる左辺が

。も，ｘの係 ように工夫して方程式を解こう

数の１／２

の２乗の数 ○もとの式を変形して （ｘの一次 〈イ－②〉 ○記述・発言 ○因数分解の，

を両辺に加 式 ＝ｋをつくりだすことで ○平方根の定 ・ｘの係数の カードをも） ，２

え （ｘの 前時と同じ方法で解くことがで 義が使える １／２の２ とに，ｘ と， ２

一次式） きることに気付く。 ことに着目 乗の数を両 ｘの係数を２

＝ｋの形に ○左辺が因数分解できる形になっ して，二次 辺に加える みて，あと

す る こ と ておらず （ｘの一次式） ＝ｋ 方程式の解 ことで （ｘ 何を加えた、 ，２

で，平方根 の形でもない二次方程式の練習 き方を考察 の一次式） ら（ｘの一２

の解き方に 問題を行う。 することが ＝ｋの形を 次式） の形２

つなげて考 できる。 つくり出し になるのか，

。えることが 平方根の解 考えさせる

できる。 き方で考え

ることがで

きる。

○ドーム球場 ○ドーム球場で打ち上げたボール 〈ア－②〉 ○記述・発言 ○実際に数値６

で打ち上げ の高さと天井の高さに関する実 ○具体的な事 ・打ち上げら を代入し，

たボールが 際的な問題を提示する。 象を二次方 れたボール 内容をつか

なぜ天井に ○使用する式を確認する。 程式を利用 の高さと天 ませるとと

ぶつからな ○実際にｘに数値を代入して高さ して問題を 井の高さの もに，使用

いかに興味 を求め，式の内容を体感する。 解決しよう 関係を二次 する式の２

をもち，ｘ ○表に時間と高さを記入して，ボ とする。 方程式と関 乗の部分に

，秒後のボー ールの動きをつかませる。 連付けて考 着目させて



ルの高さを 察できる。 二次方程式

求める式を 打ち上げてからの時間とボール との関係に

。利用して， の高さの関係を調べよう。 気付かせる

ある高さに 〈ウ－④〉 ○記述・発言 ○問題文で出

達する時間 ○ある高さの時，何秒後かという ○具体的な事 ・問題文の内 てきた式の

を求める二 問題を設定し，二次方程式を立 象から，求 容を把握し 意味を表を，

次方程式を てて解く。 めたいもの 何秒後かの 使って確認

解いて問題 ○表で振り返り，解が正しいこと を見つけだ 高さを求め し，等式で

を解決する を確認する。 し，二次方 る式をもと 表すことが

ことができ ○初速をかえた二次方程式の練習 程式をつく に二次方程 できないか

。る。 問題を行う。 ることがで 式をつくる 考えさせる

きる。 ことができ

る。

○求めたい連 ○２乗の和が４１である連続する７

続する２つ ２つの自然数を調べる問題を提

の数をｘを 示する。

使 っ て 表 ○実際に連続する２つの自然数で

し，条件に いくつか計算し，どのような問

合わせて立 題に取り組むのか体感させる。

式，変形す ○連続する２つの自然数をｘを使

る活動を通 って表して，立式する。

して，二次 ○二次方程式が使えそうなことを

方程式の考 確認する。

え方が利用

できること 二次方程式が使える形に変形し

に気付き， て，連続する２つの自然数を求

解を求め， めよう。

さらに，そ

の適否を確 ○展開の公式を確認しながら，立 〈ウ－⑤〉 ○記述・発言 ○自然数とは

かめること 式した等式を変形し，二次方程 ○二次方程式 ・求められた 何かを確認

ができる。 式が使える形にする。 の解を求め ２つの解が し，解１つ

○因数分解の公式を確認しながら る と と も 解としてふ １つについ，

二次方程式を解き 解を求める に，解の適 さわしいか て成り立つ， 。

○その解の適否について確かめる 否を確かめ どうか判断 かどうか考。

ることがで できる。 えさせる。

きる。

○周の長さが ○長さが決まっているひもで長方８

一定の長方 形をつくり，その面積が分かっ

形で面積が ている時，その長方形の縦と横

。分かってい の長さを調べる問題を提示する

るときの縦 ○実際の長さでいくつか計算し，

と横の長さ 表にまとめることで，問題の意

をｘを使っ 味を体感する。

。て表し，条 ○縦と横の長さをｘを使って表す

件に合わせ ○その面積が７５㎝ になるよう立２



て立式，変 式する。

形する活動 ○左辺に項を集めれば，二次方程 〈イ－③〉 ○記述・発言 ○学習カード

を通して， 式が使えそうなことを確認する ○具体的な事 ・問題文を式 を振り返り。

二次方程式 象で，二次 にしたもの ながら二次

の考え方が 二次方程式が使える形に変形し 方程式が利 をみて，二 方程式を解

利用できる て，縦と横の長さを求めよう。 用できるこ 次方程式が くために左

ことに気付 と に 着 目 使えそうな 辺に項を集

き，解を求 ○左辺に項を集め，二次方程式が し，その解 ことに気付 め，因数分

め さらに 使える形にする。 決の方法を き，その解 解に目を向， ，

その適否を ○因数分解の公式を確認しながら 考察するこ 決の方法を けさせる，

確かめるこ 二次方程式を解き 解を求める と が で き 考察するこ， 。

。と が で き ○その解と最初につくった表を見 る。 とができる

る。 比べて適否について確かめる。

○二次方程式を利用して解く，面 〈エ－④〉 ○評価問題 ○学習カード

積の練習問題を行う。 ○二次方程式 ・問題文から を足場に，

を利用して 二次方程式 立式→因数

問題を解決 を立式し， 分解→解の

する手順を 解を求め， 適否の確認

理解してい その適否を という流れ

る。 確かめるこ をもとに考

とができる えさせる。。



＜Ｂコース＞

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１

～ １時から５時は等質な２集団での学習となるので＜Ａコース＞と同様とする。

５

○ドーム球場 ○ドーム球場で打ち上げたボール 〈ア－②〉 ○記述・発言 ○使用する式６

で打ち上げ の高さと天井の高さに関する実 ○具体的な事 ・打ち上げら の２乗の部

たボールが 際的な問題を提示する。 象を二次方 れたボール 分に着目さ

なぜ天井に ○使用する式を確認する。 程式を利用 の高さと天 せて，二次

ぶつからな して問題を 井の高さの 方程式との

いかに興味 解決しよう 関係を二次 関係に気付

をもち，ｘ 打ち上げてからの時間とボール とする。 方程式と関 かせる。

秒後のボー の高さの関係を調べよう。 連付けて考

ルの高さを 察できる。

求める式を ○ある高さの時，何秒後かという 〈ウ－④〉 ○記述・発言 ○問題文で出

利用して， 問題を設定し，二次方程式を立 ○具体的な事 ・問題文の内 てきた式が

ある高さに てて解く。 象から，求 容を把握し 何を表すも，

，達する時間 ○高さを変えて，同様に考える。 めたいもの 何秒後かの のか確認し

を求める二 ○初速をかえた二次方程式の練習 を見つけだ 高さを求め 等式で表す

次方程式を 問題を行う。 し，二次方 る式をもと ことができ

解いて問題 程式をつく に二次方程 ないか考え

を解決する ることがで 式をつくる させる。

ことができ きる。 ことができ

る。 る。

○求めたい連 ○２乗の和が４１である連続する７

続する２つ ２つの自然数を調べる問題を提

の数をｘを 示する。

使 っ て 表 ○連続する２つの自然数をｘを使

し，条件に って表して，立式する。

合わせて立 ○二次方程式が使えそうなことを

式，変形す 確認する。

る活動を通

して，二次 二次方程式が使える形に変形し

方程式の考 て，連続する２つの自然数を求

え方が利用 めよう。

できること

に気付き， ○立式した等式を変形し，二次方

解を求め， 程式が使える形にする。 〈ウ－⑤〉 ○記述・発 ○自然数とは

さらに，そ ○二次方程式を解き 解を求める ○二次方程式 言 何かを確認， 。

の適否を確 ○その解の適否について確かめる の解を求め ・求められた し，解１つ。

かめること る と と も ２つの解が １つについ

ができる。 に，解の適 解としてふ て成り立つ

否を確かめ さわしいか かどうか考

ることがで どうか判断 えさせる。



きる。 できる。

○周の長さが ○長さが決まっているひもで長方８

一定の長方 形をつくり，その面積が分かっ

形で面積が ている時，その長方形の縦と横

。分かってい の長さを調べる問題を提示する

。るときの縦 ○縦と横の長さをｘを使って表す

と横の長さ ○その面積が７５㎝ になるよう立２

をｘを使っ 式する。

て表し，条 ○二次方程式が使えそうなことを 〈イ－③〉 ○記述・発言 ○二次方程式

件に合わせ 確認する。 ○具体的な事 ・問題文を式 の解法であ

て立式，変 象で，二次 にしたもの る，因数分

形する活動 二次方程式が使える形に変形し 方程式が利 をみて，二 解と平方根

を通して， て，縦と横の長さを求めよう。 用できるこ 次方程式が の考え方を

二次方程式 と に 着 目 使えそうな 想起させ，

の考え方が ○立式した等式を変形し，二次方 し，その解 ことに気付 どちらの方

利用できる 程式が使える形にする。 決の方法を き，その解 法がふさわ

ことに気付 考察するこ 決の方法を しいか考え

き，解を求 ○二次方程式を解き 解を求める と が で き 考察するこ させる。， 。

， ， 。 。め さらに ○その解の適否について確かめる る。 とができる

その適否を ○二次方程式を利用して解く，面 〈エ－④〉 ○評価問題 ○立式→因数

確かめるこ 積の練習問題を行う。 ○二次方程式 ・問題文から 分解→解の

と が で き を利用して 二次方程式 適否の確認

る。 問題を解決 を立式し， という流れ

する手順を 解を求め， をもとに考

理解してい その適否を えさせる。

る。 確かめるこ

。とができる



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・二次方程式で，左辺＝０の左辺が因数分解できず （ｘの一次式） ＝ｋの形でない場合で、 ２

も，ｘの係数の１／２の２乗の数を両辺に加え （ｘの一次式） ＝ｋの形にすることで，， ２

平方根の解き方につなげて考えることができる。

（２）本時の位置 ５／８時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ

か 二次方程式ｘ ＋６ｘ＝１の解き２

む 方を考えよう

○前時までとの相違点を見つける。 ○前時までとの相

・左辺＝０の形にしても、左辺を因 違点をはっきり

追 数分解できない。 させることで，

究 ・ ｘの一次式） ＝ｋの形でない 問題の内容をつ（ ２

す ので平方根の考え方が使えない。 かませる。

る ○見通しをもつ ○ｘ ＋６ｘにある数を加え ○因数分解の授業２

・両辺にある数を加えれば（ｘの１ れば（ｘの一次式） の形 を振り返らせ，２

次式） ＝ｋの形にできる。 に因数分解できそうだとい （ｘの一次式）２ ２

う見通しをもたせる 発言 の形に因数分解。［ ］

□にある数をあてはめて （ ） する方法があっ、 ２

＝ｋの形をつくって解こう。 たことを想起さ

せる。

○因数分解できる形にして考える。 〈イ－②〉 ○因数分解のカー

・□に１から順に代入して調べる。 ◎平方根の定義が使えること ドを見せ （ｘの，

・ｘの係数６の１／２の２乗である に着目して，二次方程式の 一次式） の形２

９を□に代入して因数分解する。 解き方を考察することがで に因数分解する

きる ［ノート記述・発言］ ために加える定。

。数を考えさせる

・前時同様に解き ｘ＋３ ＝ ○前時の二次方程式と同様に ○前時のノートを，（ ） 10２

からｘ＝－３±√ を求める。 平方根の考え方を使って解 振り返らせ，平10
くことができる。 方根の解き方を

因数分解できない二次方程式でも ノート記述 想起させる。［ ］

ｘの係数の１／２の２乗を両辺に

ま 加えれば（ｘの一次式） ＝ｋの２

と 形になり、解くことができる。

め

る ○練習問題を行う。 ○因数分解できない二次方程 ○ｘの係数に注目

・因数分解はできないが，変形して 式でも，ｘの係数の１／２ させ，両辺に何

（ｘの一次式） ＝ｋの形をつく の２乗を両辺に加えること を加えたら（ｘ２

ることで解ける練習問題を行う。 で （ｘの一次式） ＝ｋの の一次式） ＝、 ２ ２

○本時の振り返り 形をつくり出して，解くこ ｋの形になるの

・評価カードに振り返りを書く。 とができる。 か考えさせる。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

(1)本時重点的に取り上げた評価規準

〈イ－②〉

因数分解できない二次方程式でも （ｘの一次式） ＝ｋの形をつくり出せばよいことに着， ２

目し，ｘの係数の１／２の２乗を両辺に加える方法を考察することができる。

(2)評価の実際

〈評価の方法〉

□ノートの記述・発言

ノートに説明や途中の式を明記させる。因数分解と関連させて，説明や式を書いていくこと

ができるかどうか見届ける。

〈判断の事例〉

□「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した事例

・因数分解と関連させて説明や式をノートに記述し，ｘの係数の１／２を２乗した数値を両

辺に加え，解くことができている。

・両辺に加える数に自分で気付き，仲間に広めることができた。

□「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した事例

・仲間と交流する中で，ｘの係数の１／２を２乗した数値を両辺に加えればよいことに気付

き，平方根の解き方を使って考えることができた。

(3)個に応じた指導の実際

□つまずきの例とその要因

つまずき：ア）両辺に＋９を加えることができない。

イ （ｘ＋３） ＝ の形から解を求めることができない。） 10２

要 因：ア）因数分解と展開をつなげて考えることができない。

イ）平方根の考え方が定着していない。

□指導の手だて

ア）因数分解の学習カードや授業ノートを見せながら，もとの式のｘの係数の１／２が因数

分解後のｘのとなりの項の数になっていることに気付かせ，さらにその数を２乗したもの

がもとの式の定数項になっていることにも目を向け，両辺に＋９を加えればよいことに気

付かせる。

イ）前時の学習カードや授業ノートを振り返らせ，２乗して になる数が±√ であるこ10 10
とに気付かせる。

□児童（生徒）の変容

・因数分解の公式を黒板に位置付けることで，両辺に加える数を見つけられなかった生徒が

もとの式のｘの係数の１／２が（ｘの一次式） の（ ）内の定数になることに気付く２

と同時にその定数の２乗がもとの式の定数項になることに目を向け，６の１／２の２乗で

ある９を見つけることができた。

・ ｘ＋３） ＝１０から解を求められないとき，既習内容（前時）をノートで振り返ること（ ２

で，２乗して１０になる数を見つければよいことに気付き，前時のノート記述と照らし合

わせながら解を求めることができた。



６ 参考資料

第３章２次方程式

次のア～オの中で，２次方程式をすべて選び，記１
号で答えなさい （完答５点 【知識・理解】。 ）

ア ２ｘ －８ｘ＋８ イ ｘ ＋５ｘ＝－６２ ２

ウ ｘ ＝７ エ －３ｘ－５＝０２

オ ｘ －４ｘ＝ｘ －１２２ ２

次のア～エの中で，解の１つに３がふくまれるも２
のをすべて選び，記号で答えなさい。

（完答５点 【知識・理解】）

ア ｘ ＋ｘ－６＝０ イ ｘ －５ｘ＋６＝０２ ２

ウ ｘ －ｘ－６＝０ エ ４ｘ ＝１６２ ２

Ａ君とＢ君は２次方程式ｘ ＝９を次のように解３ ２

いた。①，②の問いに答えなさい。

（５点×２ 【知識・理解】）

【Ａ君】 ｘ －９ ＝ ０２

左辺を( ア ) すると

（ｘ－３ （ｘ＋３） ＝ ０）

（ｘ－３）＝０ または （ｘ＋３）＝０

よって ｘ＝３，ｘ＝－３

【Ｂ君】 ｘ ＝ ９２

９はｘの（ イ ）なので

ｘ ＝ ±３

①( ア )にあてはまる言葉を答えなさい。

①

②( イ )にあてはまる言葉を答えなさい。

②

組 番

次の２次方程式を解きなさい。４
（４点×１０ 【表現・処理】）

① ｘ ＋５ｘ＋６＝０２

①

② ｘ ＋５ｘ－１４＝０２

②

③ ｘ －１２ｘ＋３６＝０２

③

④ ｘ －８１＝０２

④

⑤ ４ｘ＋２ｘ －４８＝０２

⑤

⑥ ｘ ＋３ｘ＝０２

⑥

⑦ （ｘ－６ （ｘ＋４）＝－９）

⑦

⑧ ｘ －１０＝０２

⑧

⑨ （ｘ＋５） ＝６２

⑨

⑩ ｘ ＋６ｘ＋４＝０ 【数学的な考え方】２

⑩



次の会話はスカイダイビング教室のＳ先生とその５
生徒Ｄさんのものです。会話を聞いて次の問題に答え

なさい （話はフィクションです （リスニング問題）。 ）

【Ｄさん】先生！スカイダイビングってこわくないで

すか？

【Ｓ先生】決められたことを守って飛べば安心ですよ

【Ｄさん】でもあの高さから飛ぶと思うとこわくて。

【Ｓ先生】そうだね飛行機で地上から約４５００ｍの

高さまでいって，飛び降りるからね。

【Ｄさん】そんなに高いんですか？それで何分間くら

い飛んでいられるんですか。

【Ｓ先生】４５００ｍからだとパラシュートを開くま

でに１分も飛んでいられないよ。

【Ｄさん】意外と短いんですね。ところで，パラシュ

ートっていつ開けばいいんですか？

【Ｓ先生】地上から２０００ｍの高さぐらいだね。パ

ラシュートが開いたあとはゆっくりと１０

分間程度の空中散歩も楽しめるよ。

【Ｄさん】わあ！楽しみになってきました。

【Ｓ先生】それから，注意だけど飛行機から飛び降り

るときに絶対に物を落とさないでね。

※飛行機からは自然に飛び降り，空気抵抗は考え

ず，自然落下するものとする （人も物も）。

※パラシュートを開くのにかかる時間も考えない

ものとする。

※物体が自然に落下する時，ｘ秒間にｙｍ落下す

， ， ，ると ｘとｙには ｙ＝５ｘ の関係が成り立ち２

パラシュートで降りる時は比例関係とする。

（５点×２ 【数学的な考え方】）

① この場合，飛行機から飛び降りるときに物を落と

， 。すと その物は地上まで何秒で落ちてくるでしょう

①

② パラシュートを開くまでに，何秒間スカイダイビ

ングをすることができますか。

②

先生は２次方程式の単元テストを作成したのだ６
が，データが消えてしまった。なんとか答えだけ

は復活したのだが，２次方程式は完全に消えた。

先生はどんな２次方程式をつくったのだろう。①

～③の中から２つ選び，２次方程式を復活させて

ほしい。

（５点×２ 【数学的な考え方】）

問題 答え

①（データは消えました） ①ｘ＝２，ｘ＝３

②（データは消えました） ②ｘ＝２，ｘ＝０

③（データは消えました） ③ｘ＝２ のみ

選んだ答え 番

その２次方程式は･･･

選んだ答え 番

その２次方程式は･･･

数学の授業で，ある数を２乗しなければならない７
のに，Ｂ君はまちがえて２倍したら，みんなの答

えと比べて２４小さくなっていました。ある数と

はいくつですか （５点×２）。

① ある数をｘとし，方程式をつくりなさい

【表現・処理】

①

② ①の方程式を解いて，ある数を求めなさい。

【数学的な考え方】

②



Ｃさんのもつ正方形の土地に，下図のような道幅８
。 ，３ｍの道路をつくる計画がある 道が完成すると

残りの土地の面積は８ｍ になるという。いった２

い，もとの土地の一辺の長さはどれだけあるのだ

ろう。５つのステップで解きなさい。

（１０点 【数学的な考え方】）

【ステップ①】

求める数量を文字で表す

【ステップ②】

方程式をつくる

【ステップ③】

方程式を解く

【ステップ④】

問題の答えとしてよいか確かめる

【ステップ⑤】

答えを決める

＜５の問題について

リスニング問題として扱う場合は，会話の部分を削除

し，図を書き込むことができる枠を作成する。



評価問題構成表
単元名「二次方程式」 ３年 組 氏名（ ）

番号 観点

大 中 見 表 知

問 問 方 現 識

評価問題のねらい や ・ ・

考 処 理

え 理 解

方

１ 二次方程式とその解の意味を理解している。

２ 二次方程式に値を順に代入して，等式が成り立つ値を求め

ることができる。

３ ① 二次方程式の解を求める方法として，因数分解があること

を理解している。

② 二次方程式の解を求める方法として，平方根の考え方があ

ることを理解している。

４ ① 左辺が因数分解できることに着目して，二次方程式を解く

② ことができる。

③

④

⑤

⑤

⑦

⑧ 平方根の定義が使えることに着目して二次方程式を解くこ

⑨ とができる。

⑩ 平方根の定義が使えることに着目し，その解決の方法を考

察することができる。

５ ① 具体的な事象で，二次方程式が利用できることに着目し，

② その解決の方法を考察することができる。

６ 具体的な事象で，二次方程式が利用できることに着目し，

その解決の方法を考察することができる。

７ ① 具体的な事象から，求めたいものを見つけだし，二次方程

式をつくることができる。

② 左辺が因数分解できることに着目して，二次方程式の解き

方を考察することができる。

８ ・二次方程式の解を求めるとともに，解の適否を確かめる

ことができる。

・二次方程式を利用して問題を解決する手順を理解してい

る。
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